
強い農業（・担い手）づくり（総合支援）交付金　実施状況報告書及び評価報告書

メニュー① メニュー② 事業内容

交付金 都道府
県費

市町村費 その他

29-① 園芸畜産課 上田 東御市
農業組合法
人　とや原
ファーム

地鶏

飼養羽数
（出荷羽数
の増加）

飼養羽数：
125％以上増
加
育成率：
95％以上

0羽 0羽

飼養羽数
（出荷羽
数）：2,155
羽
育成率：
88.0%

飼養羽数
（出荷羽
数）：
5,621羽

育成率：
83.7％

飼養羽数
（出荷羽
数）：
7,889羽

育成率：
91.3％

飼養羽数
（出荷羽
数）：
8,097羽

育成率：
90.3％

飼養羽数
（出荷羽
数）：
8,234羽

育成率：
90.7％

飼養羽数
（出荷羽
数）：
9,562羽

育成率：
86.4％

飼養羽数
（出荷羽
数）
9,000羽

育成率
95%以上

106.2%

飼養羽数
（出荷羽
数）
9,562羽

育成率
86.4％

地鶏

100羽当たり
の生産コス
トを12％以
上削減

地域の平均
生産コスト
100羽当たり
284,876円

うち
購入飼料：
98,040円
運賃：19000
円
食肉処理・
加工費：
80000円

地域内流
通：０％

100羽当たり
生産コスト
－円

うち
購入飼料：
－円
運賃：－円
食肉処理・
加工費：－
円

売上
0千円

地域内流
通：０％

100羽当たり
生産コスト
265,265円

うち
購入飼料：
122,420円
運賃：4176
円
食肉処理・
加工費：
115,592円

100羽当たり
生産コスト
6.9％削減

売上
5,377千円

市内の売上
1,264千円
地域内流通
23.5％

100羽当たり
生産コスト
233,612円

うち
購入飼料：
75,947円
運賃：2,989
円
食肉処理・
加工費：
85,394円

100羽当たり
生産コスト
18.0％削減

売上
15,987千円

市内の売上
2,517千円
地域内流通
15.7％

100羽当たり
生産コスト
245,392円

うち
購入飼料：
75,947円
運賃：1,800
円
食肉処理・
加工費：
59,091円

100羽当たり
生産コスト
13.9％削減

売上
21,919千円

市内の売上
3,600千円
地域内流通
16.4％

100羽当たり
生産コスト
284,989円

うち
購入飼料：
91,977円
運賃：2,149
円
食肉処理・
加工費：
55,514円

100羽当たり
生産コスト
0.0％削減

売上
30,744千円

市内の売上
2,454千円
地域内流通
7.98％

100羽当たり
生産コスト
266,670円

うち
購入飼料：
133,860円
運賃：2,125
円
食肉処理・
加工費：
60,821円

100羽当たり
生産コスト
6.4％削減

売上
35,914千円

市内の売上
1,960千円
地域内流通
5.45％

100羽当たり
生産コスト
257,239円

うち
購入飼料：
128,624円
運賃：1,736
円
食肉処理・
加工費：
61,901円

100羽当たり
生産コスト
9.7％削減

売上
46,112千円

市内の売上
2,496円
地域内流通
5.4％

100羽当たり
生産コスト
249,089円

うち
購入飼料：
94,000円
運賃:6,000
円
食肉処理・
加工費：
60,000円

100羽当たり
生産コスト
12.6%削減

地域内流通
20%

77.2%

100羽当たり
生産コスト
257,239円

うち
購入飼料：
128,624円
運賃：1,736
円
食肉処理・
加工費：
61,901円

100羽当たり
生産コスト
9.7％削減

売上
46,112千円

市内の売上
2,496円
地域内流通
5.4％

鶏舎（鉄骨
ハウス造り
平屋造り120
㎡）
食鳥処理施
設（木造平
屋造り
193.53㎡）

98,604,000 45,650,000 52,954,000 H30.3.27

信州黄金シャモを市のブラ
ンド地鶏として生産し地域
内外に流通させ、地元の飲
食店や催事等でも継続的に
提供されるようになった。
ふるさと納税でも人気の商
品となっている。地域内流
通は減少傾向であるが、地
域外の高級ホテル・レスト
ランからの需要増に併せ生
産数は増加傾向にある。し
かしながら、近年の飼料費
等の高騰化は生産コストを
押上げ経営を圧迫。今後
は、地元のワイン振興と連
携した地域内流通を試みる
とともに持続可能な価格帯
での取引に理解のある実需
との契約数増で経営の安定
化を図る。

冬場を中心に雛の育成率が
低い傾向にある。これまで
も飼養管理の改善により育
成率の向上に向け取組んで
来たところであるが、改め
て育成率低下の原因につい
て早急にその要因究明を行
い、更なる飼養管理体制等
の改善を行い、育成率の改
善に取組む。
育成率を上げることで元雛
の導入経費の削減を図るこ
とにより、生産コスト低減
に資することとする。

新たに生産された信州黄金
シャモはブランディングさ
れ、地域での消費は拡大傾
向にある。しかし、近年の
飼料費等の高騰化により生
産コスト削減の目標を達成
することはできなかった。
引き続きコスト削減に努め
る。経営の持続性も鑑みる
と、やむを得ないコスト部
分は販売単価に転嫁し、理
解の得られる取引先を確保
していく取組も必要。

飼養管理の改善について
は、これまでも指導に努め
てきたが、冬場を中心とし
た雛の致死率上昇による育
成率の低下が生産コスト低
減の大きな課題となってい
るため、改めて要因分析等
を伴に行い、それに必要な
飼養管理体制等の見直しに
ついて指導してまいりた
い。

３年後
（平成31
年）

完了年月日

改善計画の
策定の有無
（有りの場
合◯を記
載）

２年後
（平成30
年）

３年後
（平成31
年）

達成率
４年後
（令和２
年）

５年後
（令和３
年）

目標値
（令和５
年）

計画時
（平成28
年）

１年後
（平成29
年）

４年後
（令和２
年）

７年後
（令和５
年）

備考

達成率
（対象作
物・畜種等
名）②

目標値
（令和５
年）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

５年後
（令和３
年）

６年後
（令和４
年）

事業実施後の状況①

成果目標の
具体的な実

績①

成果目標の
具体的な内

容②

都道府県
の評価

事業実施主体
の評価

成果目標の
具体的な実

績②
計画時
（平成28
年）

１年後
（平成29
年）

２年後
（平成30
年）

都道府県平均達成率 88.6% 総合所見
評価対象事業は、成果目標①（飼養羽数増加）は達成できたが（106.2％）、成果目標②（生産コスト削減）は未達成（77.2％）であった。
資材高騰の中、困難な状況ではあるが関係機関内で課題と対応策を共有し、目標達成に向け事業実施主体への改善指導を行っていく。

負担区分（円）

事業実施後の状況②

事業費７年後
（令和５
年）

６年後
（令和４
年）

成果目標の
具体的な内

容①
（対象作
物・畜種等
名）①

番号 担当課 地局 市町村名

事業
実施
主体
名


